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新年のご挨拶 … ２

令和３年分 市民税・県民税の申告＆所得税の確定申告 … ４

新型コロナワクチン追加接種券の発送を順次開始します … ８

令和３年度 子育て世帯への臨時特別給付金 … ９

今月の表紙

今年の干支は「寅」。菱公民館
で開催された講座では、参加
者が真剣に寅や鏡餅の人形を
作っていました。

羊毛フェルト教室で
人形づくり。



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
正
月
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
に
お

き
ま
し
て
、
本
市
で
は
、
市
民
の

皆
様
へ
の
速
や
か
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
地
域
経
済
の
活
力
回
復
を
最

優
先
課
題
に
据
え
、
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
各
種
対

策
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
昨
年
に
は
桐
生

市
制
施
行
１
０
０
周
年
・
水
道
創

設
90
周
年
を
迎
え
、
こ
の
記
念
す

べ
き
節
目
を
皆
様
と
と
も
に
祝
う

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
職
業
体
験

イ
ベ
ン
ト
「
子
ど
も
が
つ
く
る
ま

ち
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
２
０
２
１
」

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
記
念
行

事
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
市
民
体
育
館

「
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
」
の
開
館
、
陸
上
競
技
場
「
森

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
桐
生
ス
タ
ジ

ア
ム
」
の
大
規
模
改
修
な
ど
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
梅
田
浄
水
場
の
供

用
開
始
や
、
中
央
共
同
調
理
場
と

黒
保
根
共
同
調
理
場
の
統
合
に
よ

る
新
築
移
転
な
ど
を
通
じ
、
施
設

運
営
の
効
率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
問
題
に
対
し
ま
し
て
は
、

課
題
解
消
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
す
る
た
め
、
移
住
者
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
公
募
委
員
の

皆
様
を
お
迎
え
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
た
な
発
想
で
、
有

効
な
施
策
の
立
案
に
向
け
議
論
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
年
、
令
和
4
年
に
は
、

私
の
市
長
就
任
4
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、
首
都
圏
か
ら
の
玄
関
口
で

あ
る
新
桐
生
駅
に
お
い
て
、
長
年

の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
含
む
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
完
了
し
、
利
便
性
が
向
上
い

た
し
ま
す
。
ま
た
「
未
来
へ
は
ば

た
け

山
田
製
作
所
桐
生
が
岡
動

物
園
」
で
は
、
新
た
に
レ
ッ
サ
ー

パ
ン
ダ
を
導
入
し
、
更
な
る
誘
客

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
世
界
を
見
つ
め
、

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
の
育
成
」

を
目
標
と
す
る
小
中
一
貫
の
義
務

教
育
学
校
「
黒
保
根
学
園
」
を
開

校
し
、
市
内
全
域
を
通
学
区
域
と

す
る
小
規
模
特
認
校
と
し
て
運
営

し
て
い
く
ほ
か
、
ま
ち
な
か
で
は
、

重
伝
建
地
区
の
公
開
活
用
施
設
の

保
存
修
理
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
中
心
市
街
地
や
そ
の
周

辺
地
区
に
お
い
て
は
、
空
き
店
舗

な
ど
を
活
用
し
た
創
業
者
が
増
え
、

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
様
々

な
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
活
動
に

よ
り
、
本
市
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露

市長就任４年目へ
さらに「全力投球」でまいります

新年のご挨拶

出
機
会
も
増
加
し
、
日
本
が
世
界

に
誇
る
伝
統
技
術
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
の
特
別
番
組

で
は
、
桐
生
織
を
は
じ
め
と
す
る

本
市
の
伝
統
工
芸
が
紹
介
さ
れ
る

ほ
か
、
本
町
四
丁
目
に
お
い
て
、

番
組
で
紹
介
さ
れ
る
技
術
を
体
験

で
き
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
神
業
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
が
開
設
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
通
じ
、
本
市
の
魅
力
が
よ

り
一
層
、
広
範
に
発
信
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
引
き
続
き
、
総
合
計

画
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
「
感
性

育
み
未
来
織
り
な
す
粋
な
ま
ち

桐
生
」
を
、
市
民
の
皆
様
と
共
に

感
じ
、
共
に
創
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

桐生市長　荒木 恵司

出
機
会
も
増
加
し
、
日
本
が
世
界
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市の持続的発展のため、
全力を傾注してまいります

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
４
年
の
新
春
を

穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
つ
い

て
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
再
拡
大
に
よ
り
、
８
月

に
は
群
馬
県
に
２
度
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
経
済
活
動
は
も
と
よ
り
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
活
動
な
ど
が

延
期
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

大
き
な
不
安
や
負
担
を
強
い
ら
れ

た
年
で
あ
っ
た
か
と
推
察
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
日
々
医
療
の
最
前

線
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
医
療
従
事
者
の
皆
様
に
は
、
改

め
て
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。桐

生
市
議
会
で
は
、
昨
年
、
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
際
に
、

災
害
時
に
議
会
機
能
を
継
続
さ
せ

る
た
め
の
業
務
継
続
計
画
（
議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ
く
桐
生
市
議
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
支
援
本
部
を
立
ち
上
げ
、
感
染

症
対
策
に
あ
た
る
市
執
行
部
と
の

連
携
を
密
に
し
、
情
報
の
一
元
化

と
共
有
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
要
望

書
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
自
宅
療
養
者
等
の
投
票
機

会
の
確
保
に
関
す
る
要
望
書
」
を

桐
生
市
長
に
提
出
し
、
早
急
な
支

援
策
を
講
ず
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
変
異
株
の
出
現
に

よ
り
未
だ
収
束
の
見
込
め
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
多
発
す
る
地
震

や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
、
県
内

に
お
い
て
発
生
が
相
次
ぐ
豚
熱

（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
に
よ
る
本
市
の
重
要

産
業
へ
の
影
響
な
ど
、
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
知
恵
を
絞
り
、

共
に
手
を
携
え
解
決
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
桐
生
市
議
会
に
お

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

任
さ
れ
ま
し
た
議
員
と
し
て
の
職

責
を
全
う
す
る
た
め
、
「
い
ち
ば

ん
身
近
な
頼
れ
る
議
会
」
を
目
指

し
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
こ
れ
ま
で
に
築
き
あ
げ
て

き
た
様
々
な
取
り
組
み
を
検
証
し
、

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
が
行
っ
て
お
り
ま
す
「
議
会
改

革
度
調
査
２
０
２
０
」
の
ラ
ン
キ

ン
グ
で
も
、
全
国
に
１
７
８
８
議

会
あ
る
中
で
第
45
位
、
群
馬
県
内

桐生市議会議長　北川 久人

で
は
８
年
連
続
第
１
位
と
大
変
高

い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

意
見
交
換
会
や
ま
ち
づ
く
り
討
論

会
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
な
ど
で

市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
、
政
策
提
言
や
要
望
書
に

反
映
さ
せ
て
い
る
取
り
組
み
が
大

き
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
本
市
の
輝
か
し
い
未
来

に
向
け
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期

し
た
う
え
で
、
少
し
で
も
多
く
の

市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
、
桐

生
市
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
今
年
も
市
民

の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

3 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



所得税の確定申告が
必要

原則、市・県民税の申告は必要ありません。
所得税額が発生しなければ、市・県民税の申告のみで良い場合が
あります。

…５ページへ

市・県民税の申告が
必要

所得税の還付を受けるためは、市・県民税の申告ではなく、所得
税の確定申告が必要です。 …６ページへ

所得税の確定申告や
市・県民税申告は不要

収入がない人で所得課税証明書が必要な場合は、市・県民税の申告が必要です。
給与収入があり、年末調整をしていない人は、確定申告をすることで所得税の還付
を受けられる場合があります。

１

２

３

令和３年中の収入は、

収入なし 主に給与 主に公的年金 主に営業・農業・不動産

給与収入が
2,000万円を超えた

勤務先は１か所だけで
年末調整した

給与以外の収入が
あった

給与以外の所得金額※が
20万円を超えた

公的年金収入が
400万円を超えた

公的年金以外の
収入があった

公的年金以外の所得金
額※が20万円を超えた

所得金額※が所得税の
控除合計より大きい

所得金額※が所得税の
控除合計より大きい

扶養や医療費などの
控除を追加で受ける

扶養や医療費などの
控除を追加で受ける

勤務先から桐生市に
給与支払報告書が提
出されている

はい

はい

はい
はい はい

はい はい はい

はい

はい

はい

はい はい

はい

はい

はい

はい

３

３
１ ２

１ ３ ３

１１

１

２

１
いいえ

いいえ
いいえ いいえ

いいえ いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

居住していた市区町村へ
お問い合わせください。

判定結果

２

２
２ ３

２

２

スタート

市内に住む親族の税法
上の扶養になっていた

市民税・県民税
令和３年

分

の申告 確定申告＆ 所得税の

令和４年１月１日時点で、
桐生市に居住していた

令和４年１月１日時点で
65歳以上である

収入が 151万
５千円以下

収入が 101万
５千円以下

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

※所得金額とは、収入から必要経費を引いた額です。営業収入などの場合、営業収入から必要
経費を引いた金額です。給与収入の場合、給与所得の源泉徴収票の給与所得控除後の金額です。

フローチャートで
申告の必要があるか
確認しましょう。
※一般的な例を
　示しています。

キノピー
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所得税の確定申告

　次に該当する人は、必ず桐生税務署で申告してください。

▶準確定申告（死亡した人の申告）をする人

▶過年分の確定申告をする人

▶青色申告をする人

▶住宅借入金等特別控除の適用を受ける人

▶土地・建物の売却による収入があった人

▶株式の売却による収入があった人

▶雑損控除の適用を受ける人

▶繰越控除（純損失・雑損失）の適用を受ける人

▶国外居住者の扶養控除の適用を受ける人

▶先物取引による収入があった人

▶外国為替証拠金取引（ＦＸ）による雑所得があった人

▶外国税額控除の適用を受ける人

▶肉用牛の売却による所得があった人

▶山林所得があった人

▶修正申告・更正の請求をする人

▶贈与税・消費税の申告をする人

税務署での確定申告が必要な人

４ページのフローチャートで　　　が出た人は、こちらをご覧ください。１

令和３年分確定申告会場

　所得税、個人消費税、贈与税の確定申告会場を開設

します。スマートフォンをお持ちの人は、基本的に、

スマートフォンを利用して申告書を作成していただき

ます。

　来場の際はマスクを着用し、できる限り少人数でお

越しください。入場の際は検温を実施し、咳や発熱な

どの症状のある人は、入場をご遠慮いただく場合があ

ります。

期間＝１月17日（月）～３月15日（火）

※土、日、祝日を除く

※贈与税については２月１日（火）以降の受け付け

相談受付時間＝午前８時30分～午後４時

相談開始時間＝午前９時から

場所＝桐生税務署４階会議室（末広町）

※入場には、当日配付または国税庁L
ラ イ ン

INE公式アカウ

　ントから事前に取得した入場整理券が必要です。配

　付状況に応じて、午後４時前に相談受付を終了する

　場合があります。

問い合わせ＝桐生税務署（☎22‐3121自動音声に従

い「２」を選択）

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナ

ー」では、画面の案内に沿って金額などを入力するだ

けで、以下の書類の作成やｅ‐Ｔ
タ ッ ク ス

ａｘによる送信（提

出）、印刷ができます。

▶所得税、消費税、贈与税の申告書

▶青色申告決算書、収支内訳書など

　自動計算されるので計算誤りがありません。

　確定申告会場は混雑が予想されますので、感染症対

策の観点からもぜひご利用ください。

操作方法の相談＝ｅ‐Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデ

スク（☎0570‐01‐5901）

※�月曜日～金曜日（土、日、祝日を除く）、午前９

時～午後５時（１月11日（火）～３月15日（火）

は、午前９時～午後８時）

自宅でいつでも確定申告

5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



対象 必要書類など

申告者全員

・�マイナンバーカードまたは番号確認書類

　（個人番号通知カード＋運転免許証など）

・利用者識別番号（ＩＤ）がわかる書類

　（ＩＤを取得している場合）

所
得
が
あ
る
人

給与所得者 源泉徴収票、給与明細など

年金所得者 源泉徴収票

営業・農業・不動産所得 収支内訳書

雑・一時所得 収入金額・必要経費がわかる書類

配当所得 支払通知書、特定口座年間取引報告書など

控
除
を
受
け
た
い
人

社会保険料控除 支払額などの証明書、領収書など

生命保険料控除
控除証明書、支払額などの証明書

地震保険料控除

医療費控除 医療費控除の明細書

セルフメディケーション税制による医療

費控除の特例

セルフメディケーション税制の明細書および一定の取り組みを行った

ことを明らかにする書類

勤労学生控除 学生証、在学証明書など

障害者控除 障害者手帳、障害者控除対象者認定書など

寄附金控除（イベントの中止などによる

チケット払戻請求権の放棄）
払戻請求権放棄証明書および指定行事証明書の写し

寄附金控除（上記以外） 受領証明書

申告時に必要なもの

　市民税・県民税（市・県民税）の申告と相談を受け付

けます。

　申告内容は、課税のための資料となるほか、国民健

康保険税・後期高齢者医療保険料・保育料などの基礎資

料になります。申告をしないと、課税内容の証明や保

険料の算定などに影響が出る場合があります。

郵送での申告にご協力を
　申告会場は大変混み合うため、新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点からも、可能な限り郵送での申

告書提出にご協力をお願いします。

　３月15日（火）まで（当日消印有効）に、申告書に必

要事項を記入し、収入や控除に関する各種証明書（コ

ピー可）と併せて、税務課市民税担当（〒376‐8501

桐生市役所）へ。

　書類の内容を確認する場合がありますので、日中連

絡が取れる電話番号を必ず記入してください。

　申告用紙は、税務課（市役所１階）、新里・黒保根支

所、市ホームページにあります。郵送することも可能

ですので、希望する場合は、税務課市民税担当へご連

絡ください。

　また、市ホームページから申告書が作成できます。

「桐生市　申告」で検索し、ぜひご利用ください。

問い合わせ＝税務課市民税担当（☎内線226）、新里支

所市民生活課（☎74‐2212）、黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

市民税・県民税の申告４ページのフローチャートで　　　が出た人は、こちらをご覧ください。２
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期日 対象地区 時間
２月 ９日（水） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）

午前９時～午後４時

10日（木） 21区（新川）
14日（月） 19区（赤城山、板橋、関、高泉、大久保、奥沢、上鶴ヶ谷）
15日（火） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
16日（水） 21区（新川）
17日（木） 19区（赤城山、板橋、関、高泉、大久保、奥沢、上鶴ヶ谷）
18日（金） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
21日（月） 21区（新川）
22日（火） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
24日（木） 21区（新川）
25日（金）・ 28日（月）市内全地区

新里支所（３階大会議室）

期日 対象地区 時間
２月 16日（水）～ 18日（金）

市内全地区
午前９時～午後３時

21日（月）～ 28日（月） 午前９時～正午

黒保根支所（１階フロア）※土、日、祝日を除く

申告会場での受付
　市役所と新里支所は混雑緩和のため、地区別での受

け付けになります。来場の際はマスクを着用し、でき

る限り少人数でお越しください。また、筆記用具を持

参してください。

　咳や発熱などの症状のある人は、入場をご遠慮いた

だく場合があります。また、混雑状況により入場制限

を行う場合もありますので、ご理解をお願いします。

　今年度は公民館では受け付けませんのでご注意くだ

さい。

期日 対象地区 時間
２月 ９日（水）・ 10日（木）16区（川内町一～五丁目）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

14日（月）・ 15日（火）14区（梅田町一～五丁目）、17区（菱町一～五丁目）
16日（水）～ 21日（月）15区（相生町一～五丁目※）
22日（火）～ 25日（金）12区（広沢町一～三丁目、桜木町※）、13区（広沢町四～七丁目、広沢町間ノ島）
28日（月）

11区（境野町一～七丁目）
３月 １日（火）

２日（水）
１区（本町一～三丁目、横山町）、２区（本町四～六丁目）
３区（稲荷町、錦町一～三丁目、織姫町、美原町、清瀬町）

３日（木） ４区（新宿一～三丁目、三吉町一・二丁目、小梅町、琴平町）、５区（浜松町一・二丁目）
４日（金） ６区（仲町一～三丁目、川岸町、泉町、東町、高砂町、旭町）、７区（東一～七丁目）
７日（月） ８区（末広町、宮前町一・二丁目、堤町一～三丁目、巴町一・二丁目、元宿町）

８日（火）
９区（永楽町、小曽根町、宮本町一～四丁目、宮本町）
10区（東久方町一～三丁目、西久方町一・二丁目、天神町一～三丁目、平井町）

９日（水）～ 15日（火）市内全地区

桐生市役所（２階市民サロン）※土、日、祝日を除く。桜木町は12区、相生町一・二丁目は15区で設定。

11. 住み続けられるまちづくりを

16. 平和と公正をすべての人に

17. パートナーシップで目標を達成しよう
7 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



新型コロナワクチン
追加接種券の発送を順次開始します

接種券の発送 接種の方法
　ワクチンの２回目接種から一定期間（８か月目
安）を経過した18歳以上の人に対し、順次、接種
券を郵送します。
　１・２回目の接種とは違い、予診票に接種券番
号などの情報が印刷されています。
※国の方針により、今後、スケジュールなどが変 
　更となる場合があります。

３. すべての人に健康と福祉を

３回目

問い合わせ＝桐生市予約受付センター　☎ 44‐ 8212
　　　　※月～金曜日、午前９時～午後５時（祝日を除く）

　医療従事者と、高齢者施設に入所する高齢者な
どへの優先接種を行った後に、一般接種を行いま
す。
　接種開始時期・接種の方法についてのご案内は、
発送する接種券に同封するほか、市ホームページ
などでお知らせします。

接種券の発行に申し込みが必要な場合があります

２回目の接種時点で、桐生市に

住民登録があった場合

桐生市の接種券で接種を受けているため、市に登録されている接種記録
をもとに接種券を発送します。接種券の発送については、手続き不要です。

２回目の接種時点で、桐生市に

住民登録がなかった場合

他市町村の接種券で接種を受けているため、接種記録が桐生市に登録さ
れていません。３回目接種を行うには接種券の発行申請が必要です。
申し込み＝直接、地域医療感染症対策室（市役所１階、☎内線 305）へ。

■アプリでできること
・日本国内用と海外用の新型コロナワクチン接種

証明書の取得、表示
・接種証明書に表示された二次元コードの読み取

りによる、内容の確認
■必要なもの
・スマートフォン（iOS 13以降、またはA

ア ン ド ロ イ ド

ndroid
　OS８以降のもの）
・マイナンバーカード
・券面事項入力補助用暗証番号（マイナンバーカ

ード作成時に設定した４桁の暗証番号）
・パスポート（海外用のみ）

■接種証明書（紙）の交付
　スマートフォンやマイナンバーカードを持って
いない人は、ワクチン接種証明書（電子版）を利
用できません。
　交付を希望する人は、下記のとおりお申し込み
ください。
申し込み＝身分証、接種済証、パスポート（海外
用のみ）、84円分の切手と返信用封筒（郵送によ
る交付を希望する場合）を持って、直接、地域医
療感染症対策室（市役所１階）へ。発行には１週
間から10日ほどかかります。

日本政府公式　ワクチン接種証明書（電子版）

広報きりゅう令和４年１月号 8



１. 貧困をなくそう

対象＝次に記載の対象児童の保護者のうち生計を維持
する程度の高い人で、児童手当受給者またはそれに準
ずる人
対象児童
①令和３年９月分の児童手当支給対象となる児童
②�令和３年９月30日時点で高校生など（平成15年４
月２日～平成18年４月１日生まれ）の児童※保護
者の所得が児童手当の支給対象となる金額と同等未
満の場合
③�令和４年３月31日までに生まれた児童手当の支給
対象児童

給付額＝児童１人あたり一律10万円
支給時期
　下記、申請が不要な人（ア）、（イ）、（ウ）に該
当する人へは、12月24日に児童手当などを受給する
口座に振り込みました。
　また、（エ）、（オ）に該当する人へは、１月より
順次、児童手当を支給する口座へ振り込みます。
　その他、申請が必要な人につきましても、１月より
順次指定された口座へ振り込みます。
問い合わせ＝子育て支援課子育て支援係（☎47‐
1152）

申請が不要な人 申請が必要な人
支給方法

次のいずれかに該当する人
（ア）�市から対象児童①に係る児童手当を12月10

日までに受けた人
（イ）�桐生市で児童扶養手当や特別児童扶養手当

の手続きを行い、令和３年９月までに、そ
の認定を受けている対象児童②の父母など

（ウ）�令和３年９月から10月までに生まれた新生
児の父母などで、市に児童手当の申請を行
い、11月までに児童手当が認定された人

（エ）�令和３年９月以降に生まれた新生児の父母
などで、10月から12月までに児童手当の申
請を行い、児童手当が１月までに認定され
た人

（オ）�令和３年11月16日以降に、児童手当９月分
を受給することになった人

　まずは、給付案内通知を郵送します。受給を希
望しない場合は、通知に記載された期限までに、
受給拒否の届出書の提出が必要です。受給を希望
する人には、支給前に支給決定通知を郵送します。

左記（ア）から（オ）以外の人
　例えば、以下のような人です。
・�児童手当などを受給していない高校生などを養
育する父母など
・対象児童を養育する公務員
・�９月以降に生まれた新生児の父母などで、令和
４年１月以降に児童手当の認定申請を行う人

　給付が見込まれる家庭には、１月初旬までに制
度の案内通知を郵送します。該当になる場合は、
子育て支援課（保健福祉会館１階）または新里・
黒保根支所で手続きをしてください。手続きに書
類が必要な場合があります。
申請期間＝１月６日（木）～２月28日（月）
※�ただし、令和４年２月から３月
に生まれた児童に係る申請につ
いては、今後方針が決まり次
第、お知らせします。

令和３年度

子育て世帯への臨時特別給付金

9 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



缶詰・瓶詰 米（玄米、精米） 乾物（乾麺、海藻など）

インスタント食品 レトルト食品

調味料 食用油

お菓子・お茶・ジュース類

提供できない食品
・冷蔵・冷凍食品
・�生鮮食品(肉、魚、野菜
など)
・アルコール飲料

フ
ー
ド
バ
ン
ク
桐
生
で
は
、
皆

さ
ん
の
家
庭
や
企
業
か
ら
余
っ
た

食
品
を
受
け
取
り
、
食
糧
支
援
を

必
要
と
す
る
家
庭
や
こ
ど
も
食
堂
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
無
償
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
フ
ー
ド
バ
ン
ク
桐

生
（
福
祉
課
内
、
☎
内
線
２
７
１
）

食
品
ロ
ス
を

ご
存
じ
で
す
か
？

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
日
本

で
は
、
年
間
２
５
３
１
万
ト
ン
の

食
品
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
ま
だ
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品

の
廃
棄
を
い
う
「
食
品
ロ
ス
」
の

量
は
、
年
間
６
０
０
万
ト
ン
で
す
。

家
庭
か
ら
発
生
す
る
食
品
ロ
ス
は

２
７
６
万
ト
ン
で
あ
る
た
め
、
日

本
国
民
が
毎
日
１
杯
ご
飯
を
捨
て

て
い
る
の
と
同
じ
量
と
な
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス削

減
の
た
め
に

家
庭
で
食
べ
き
れ
な
い
食
品
や

も
ら
い
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
贈
答
品

（
食
品
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
フ
ー
ド
バ
ン
ク
桐
生
に
ご
提
供

く
だ
さ
い
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
通

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
食
品
ロ

ス
の
削
減
に
な
る
ほ
か
、
社
会
貢

献
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

受
付
方
法

下
記
の
対
象
食
品
を
、
直
接
受

付
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
提

供
の
際
に
申
請
書
な
ど
の
記
入
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
＝
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）
、
新
里
支
所
市
民
生
活
課
、

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
、
桐
生

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
新
宿
三
丁
目
）

動
画
を
配
信
中

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
桐
生
市
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
、
「
今
す
ぐ
で
き
る
！

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
～
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
食

品
を
提
供
し
よ
う
～
」
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
桐
生

へ
の
食
品
提
供
方
法

な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

余
っ
た
食
品
は
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
桐
生
」
に
ご
提
供
く
だ
さ
い

賞味期限まで２か月以上あり、常温保存、未開封のもの提供できる食品
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桐生市藝術大使　山口晃さん  の作品

《ショッピングモール》を
大川美術館で展示します

　この度、匿名の市
民から、桐生市藝術
大使である山口晃さ
んの故郷・桐生を舞
台に描いた大作《シ
ョッピングモール》
が市に寄贈されまし
た。

　「市制施行100周年の節目にあたり、桐生市に
とって貴重な作品《ショッピングモール》を、市
民共有の財産として桐生市に所有してほしい」と
の気持ちによる寄贈で、作品は大川美術館に保管
し、折に触れて鑑賞できるようにしてほしいとの
意向です。
　市に縁のあるこの貴重な作品を寄贈していただ

いたことに感謝し、記念として「茂田井武‐パリ
青春日記『t

ト ン

on p
パ リ

aris』を中心に‐」（21ページ参
照）に合わせ、《ショッピングモール》の展示を
行います。
　期間中、大川美術館の入館料が半額になる優待
券をページ左上に掲載しています。点線で切り取
り、直接大川美術館へお持ちください。予約は不
要ですので、ぜひお越しください。
展示期間＝１月８日（土）～３月27日（日）
休館日＝月曜日（祝日、振替休日の場合は翌火曜
日）
時間＝午前10時～午後５時（入館は午後４時30分
まで）
問い合わせ＝スポーツ・文化振興課文化振興担当
（☎内線693）

４. 質の高い教育をみんなに

11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう

山口晃《ショッピングモール》／ 2015 年～／カンヴァスに油彩、墨、水彩／ 130× 324㎝／撮影：木暮伸也

匿名の市民から市に寄贈されました！

11 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



Kiryu News

群馬大学理工学部ＰＢＬ教育への
協力参加企業を募集

　群馬大学理工学部では、学生の実践的な問題解
決能力を育成する新たな教育プログラム「ＰＢＬ
（P

プ ロ ブ レ ム

roblem B
ベ ー ス ド

ased L
ラ ー ニ ン グ

earning）教育」を令和４年度か
ら開始します。
　ＰＢＬ教育では、少人数の学生グループが企業を
訪問し、短期間の実習を行います。本教育プログラ
ムを通じて、実践力の高い学生が育成されるほか、
各企業と群馬大学との連携強化や、学生に対する企
業情報の発信、学生のアイデアの取り込みなどが期
待されます。
　群馬大学理工学部の取り組みを支援するため、企
業実習に参加いただける企業を募集します。

ＰＢＬ教育とは
概要＝企業で働くことの最低限のマナーや企業の現
状・課題などを講義やグループ学習により把握しま
す。さらに、実際の職場見学や就労体験を行う機会
（企業実習）を設け、全ての学生が実社会の活動に

おける課題について自主的
に把握できるようにします。
企業実習の概要（予定）
学生を少人数のグループに分けて
派遣（人数は調整中）
グループ数＝協力参加企業の希望
を伺いながら調整
期間＝８月中旬～９月上旬のうち、３日間
申し込み＝１月31日（月）までに、①企業名②所
在地③担当者連絡先（役職、氏名、電話番号、Ｅ
メールアドレス）を記入し、ファクシミリ（30‐
1041）またはＥメール（m-tate@jimu.gunma-u.
ac.jp）で、群馬大学理工学部（担当：楯）へ。
その他＝鉱工業、建設業、情報通信、商業、サービ
ス業、官公庁など、業種や事業規模は問いません。
　２月頃に協力参加企業を対象としたオンライン説
明会を開催予定です。その後、参加可否の最終判断
をしていただきますので、本申し込みの時点では企
業実習への参加を確約する必要はありません。
問い合わせ＝企画課大学連携推進担当（☎内線
577）、群馬大学理工学部（☎30‐1003）

景観講演会「ランニング風景学」

　「ランニング風景学～私を世界へ導いた桐生の街
と山々～」と題して、本市出身のプロトレイルラン
ナー鏑木毅さんを迎え、景観講演会を開催します。
　また、Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeによる限定生配信も行います。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、限定
　生配信のみの開催になる場合があります。
期日＝２月20日（日）
時間＝午後１時から
場所＝中央公民館市民ホール
募集人数＝100人（先着順）※配信の定員はありま
せんが、申し込みが必要です。
募集期間＝１月11日（火）午前８時30分から２月
４日（金）午後５時まで。※配信の申し込みは、２
月18日（金）正午まで。
申し込み＝右下の二次元コードを読み取り、必
要 事 項 を 入 力 す る か 、 Ｅ メ ー ル で 都 市 計 画 課
（toshikei@city.kiryu.lg.jp）へ。件名は「景観講演
会申し込み」とし、①氏名（フリガナ）②電話番
号③住所④「会場参加」・「配信参
加」・「両方参加」のいずれかを記
入してください。

◆関連イベント1
　講演会終了後、「ランニングセミナー～風景を楽
しもう！レベルアップを目指そう！～」を新川公園
で開催します。景観講演会と合わせての申し込みと
なります。講演会申し込み時に「ランニングセミナ
ー参加」と記入してください。
募集人数＝30人（先着順）
◆関連イベント２
　鏑木毅さんの活動のパネル展を行います。世界最
高峰トレイルレースの写真や動画、大会出場時の装
備や著書などを展示します。
期間＝１月12日（水）～２月７日（月）
場所＝市民サロン（市役所２階）
問い合わせ＝都市計画課景観係（☎内線788）

鏑木毅さん

広報きりゅう令和４年１月号 12



未来創生塾の塾生募集

　未来創生塾は、群馬大学
理工学部を核に、本市の
産・官・学・民が連携した
桐生発の特別教育プログラ
ムです。子どもに発見の喜
びと感動を与えて感性を育
み、地元に誇りを持ち、世
界をリードする人材の育成
と、100年先の楽しい低炭
素未来社会の構築を視野に
入れています。
　未来創生塾の活動は、学校授業の一環として実施
する基本編と、塾生として年間を通して分野横断的
な活動をする応用編に分かれています。さまざまな
体験活動の中で、知恵を得ることができる応用編第
９期生の募集を開始します。

令和４年度（第９期）未来創生塾生募集　
　活動は毎月１回程度、小学校の休日に行います。
対象＝市内小学生とその保護者
募集人数＝40人（親子20組）
申し込み＝１月25日（火）までに、下の二次元コ
ードを読み取り、必要事項を入力してください。
問い合わせ＝未来創生塾事務局（桐生商工会議所
内、☎45‐1201）、生涯学習課社会教育係（☎内
線651）

都市計画法の改正に伴う
開発許可制度の見直し

　近年、全国各地で頻発・激甚化する自然災害に対
応するため、災害発生リスクが高いエリアにおける
開発行為の抑制を内容とした都市計画法などの改正
が行われ、４月１日から施行されます。
改正の概要＝都市計画法の許可が必要となる開発行
為について、災害発生リスクが高いエリアにおける
市街化区域の自己用住宅を除いて、原則開発行為が
出来なくなります。詳しい改正内容や制度内容は、
建築指導課と市ホームページにあります。
問い合わせ＝建築指導課開発指導係（☎内線674）

区域
市街化調整区域以外 市街化

調整区域自己用住宅 左記以外

災害危険区域 ○ × ×
地すべり防止区域 ○ × ×
急傾斜地崩壊危険区域 ○ × ×
土砂災害特別警戒区域 ○ × ×
浸水被害防止区域 ○ × ×
土砂災害警戒区域 ○ ○ ×
浸水想定区域のうち、
想定最大規模降雨に基
づく想定浸水深が３メ
ートル以上の区域

○ ○ ×

災害発生リスクが高いエリアにおける開発行為の可否

申し込み用
二次元コード▶

２月１日（火）から受付開始
広報きりゅうに広告を掲載しませんか

　令和４年度発行の広報きりゅう（４月号～令和５
年３月号）に掲載する、事業所や商店などの広告を
募集します。

掲載場所・掲載料・規格
◆中ページに掲載
１号広告＝31,350円
（縦４.５センチメートル×横17.８センチメートル）
２号広告＝15,620円
（縦４.５センチメートル×横８.８センチメートル）
◆裏表紙に掲載
３号広告＝41,800円
（縦４.５センチメートル×横17.８センチメートル）
※各広告は、カラー（４色）刷りで、ページの下段
に掲載します。

広告枠の掲載数＝市政情報の提供の妨げにならない
範囲で掲載を行います。なお、記事が多い場合は、
掲載できないこともあります。
申し込み＝２月１日（火）午前８時30分から、申
込書に広告原稿を添えて、直接または郵送、Ｅメー
ルで魅力発信課（市役所２階、〒376‐8501桐生市
役所、miryoku@city.kiryu.lg.jp）へ。申込用紙は同
課と市ホームページにあります。
　申し込みに空きがある場合は、掲載を希望する号
の発行日の１か月前を期限に、随時、受け付けます。
問い合わせ＝魅力発信課広報担当（☎内線505）

13 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



Kiryu News

子育て世帯対象の給付制度

　各手当の支給要件に該当すると思われる人で、認
定請求をしていない場合はご相談ください。
問い合わせ＝子育て支援課子育て支援係（☎47‐
1150）、新里支所市民生活課（☎74‐2904）、黒
保根支所市民生活課（☎96‐2112）
▶児童手当
対象＝中学校３年生までの児童を養育している人

児童の年齢 児童１人あたりの月額
３歳未満 15,000 円

３歳～小学校修了
10,000 円

（第３子以降は 15,000 円）
中学生 10,000 円

※所得が限度額以上の場合は、特例給付として、児
童１人あたり月額5,000円を支給します。
▶児童扶養手当
対象＝次のいずれかに該当する、児童を監護してい
る父または母や、父母に代わって養育している人

※父母が離婚、父または母が死亡・重度の障がい者
（障害者年金１級程度）・生死不明・１年以上遺
棄・１年以上拘禁・ＤＶ保護命令を受けた、母が未
婚、孤児など
支給期間＝児童が18歳に達する年の年度末まで。
ただし、精神または身体に一定以上の障がいがある
場合は20歳未満まで。

児童１人あたりの月額
１人目 43,160 円～ 10,180 円
２人目 10,190 円～ 5,100 円加算
３人目以降

（１人あたり）
6,110 円～ 3,060 円加算

▶特別児童扶養手当
対象＝精神または身体に一定以上の障がいがある
20歳未満の児童を養育している人
等級 児童１人あたりの月額

１級 52,500 円

２級 34,970 円

※障がいの程度により金額が異なります。

令和４年度定時制・通信制課程
入学相談会と入学検査

　桐生商業高校と桐生工業高校の定時制課程、桐生
高校の通信制課程の入学相談会と入学検査を実施し
ます。
　定時制課程では募集人数に満たない場合に再募集
や追加募集が行われることがあります。転入学、編
入学の場合は、検査日などが異なります。
　なお、旧桐生女子高校の通信制課程は、令和３年
４月に桐生高校の通信制課程に引き継がれました。
検査内容＝面接と作文
応募資格＝中学校またはこれに準ずる学校を卒業し
た人（３月に卒業見込みを含む）
問い合わせ＝各高校

定時制課程（再・追加募集する場合があります）

学校名
桐生商業高校

（☎ 44‐ 2477）
桐生工業高校

（☎ 22‐ 7141）

入学相談会
２月 21 日（月）、
３月 17 日（木）
18：00 ～20：00

２月１日（火）・２日（水）
18：00 ～20：00

願書受付
２月 24 日（木） 9：00 ～ 16：00、
２月 25 日（金） 9：00 ～正午

入学検査日 ３月８日（火）

通信制課程

学校名
桐生高校

（通信制職員室直通：☎ 51‐ 1507）

相談会
２月６日（日）10：00 ～正午  
※２月１日（火）から願書と作文用紙を配布

願書受付
３月 10 日（木）～ 30 日（水） 9：00 ～ 16：00
３月 31 日（木）9：00 ～正午

入学検査日 入学願書提出時
授業の様子
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資
源
事
業
協
同
組
合
／

10
万
円
▼
匿
名
／
10
万
円

ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

▼
山
洞
吉
規
／
8
万
円
▼
酒
井

ち
ひ
ろ
／
４
２
０
０
円
▼
荒
井

正
昭
／
２
０
０
０
万
円
▼
伊
藤

忠
四
郎
／
１
万
円
▼
井
上
真
助

／
２
万
５
０
０
０
円
▼
西
澤
崇

／
２
万
５
０
０
０
円
▼
柴
塚
拓

巳
／
2
万
円
▼
小
池
な
ぎ
さ
／
５

０
０
０
円
▼
関
口
俊
行
／
２
万
円

▼
津
久
井
政
男
／
３
万
円
▼
浦
﨑

敬
一
／
１
万
円
▼
佐
々
木
智
幸
／

２
万
円
▼
森
昭
宏
／
５
０
０
０
円

▼
高
橋
浩
／
１
万
円
▼
中
村
碧
／

１
万
円
▼
田
沼
克
江
／
５
０
０
０

円
▼
山
本
実
／
５
万
円
▼
遠
藤
美

樹
／
３
万
円
▼Jarzynka Paul

／
１
万
円
▼
山
津
吉
孝
／
2
万
円

▼
鶴
海
綾
子
／
１
万
５
０
０
０
円

▼
松
島
正
弘
／
１
万
５
０
０
０
円

▼
斎
藤
健
二
／
２
万
円
▼
沢
口
貴

仁
／
３
万
円
▼
藤
野
慶
／
１
万
５

０
０
０
円
▼
赤
間
央
幸
／
１
万
５

０
０
０
円
▼
大
川
真
由
美
／
１
万

５
０
０
０
円
▼
神
谷
友
輔
／
４
万

円
▼
永
田
峻
平
／
２
万
円
▼
井
出

良
子
／
１
万
円
▼
匿
名
２
６
6

人
／
計
４
３
2
万
５
０
０
０
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金

▼
株
式
会
社
グ
ン
エ
イ
／
３
０

０
万
円

物
品（
敬
称
略
）

10
月
13
日
～
12
月
14
日

受
け
入
れ

▼
奈
良
彰
一
／
郷
土
資
料
７
冊

▼
そ
ば
処
み
さ
き
／
自
動
手
指

消
毒
器
５
台
、
検
温
機
能
付
き

自
動
手
指
消
毒
器
３
台
▼
桐
生

水
産
物
買
受
人
組
合
役
員
一
同

／
正
月
用
品
セ
ッ
ト
▼
マ
ル
シ

ン
／
み
か
ん
、
野
菜
ほ
か

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
12
区
自
主
防
災
会
の
集
会
所
の

整
備
や
備
品
購
入
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課
（
☎
内
線

５
２
４
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

申
請
期
限
の
延
長
と
再
支
給

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
申
請

期
限
を
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
す

で
に
支
給
を
受
け
た
人
の
再
支
給

も
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
限
＝
3
月
31
日
（
木
）

対
象
＝
総
合
支
援
資
金
の
再
貸
付

(

初
回
貸
付
を
含
む
）
を
終
了
し

た
世
帯
ま
た
は
再
貸
付
に
つ
い
て

不
承
認
と
さ
れ
た
世
帯
で
、
収
入

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
①
１
月
13
日
（
木
）
、
②

２
月
３
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

①
教
育
委
員
会
総
務
課
（
市
役
所

4
階
）
で
受
け
付
け
、
②
会
場
で

受
け
付
け

場
所
＝
①
正
庁
（
市
役
所
２
階
）
、

②
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
国
際
会

議
室

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

市
内
の
障
が
い
者
施
設
で
つ
く

っ
た
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
１
月
13
日（
木
）・27
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
２
月
３
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

２
８
２
）

　
　
　
ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
１
日
ス
タ
ッ
フ
体
験

桐
生
が
岡
遊
園
地
の
開
園
50
周

年
を
記
念
し
て
、
「
遊
園
地
１
日

ス
タ
ッ
フ
体
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
５
日（
土
）※
雨
天
中

止対
象
＝
市
内
の
小
学
校
５
・
６
年

生募
集
人
数
＝
３
人
（
抽
せ
ん
）

内
容
＝
来
園
者
の
案
内
、
大
型
遊

器
具
の
運
転
や
点
検
の
補
助
、
イ

ベ
ン
ト
実
施
、
応
募
者
が
体
験
し

て
み
た
い
こ
と
な
ど

申
し
込
み
＝
１
月
８
日（
土
）か
ら

30
日（
日
）ま
で
に
申
込
書
を
直
接

（
火
・
水
曜
日
を
除
く
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
）ま
た
は
郵
送

（
必
着
）で
遊
園
地
管
理
事
務
所

（
〒
３
７
６
‐
０
０
５
６
宮
本
町

四
丁
目
‐
1
‐
1
、
☎
22
７
５
８

０
）へ
。
申
込
用
紙
は
遊
園
地
管

理
事
務
所
ま
た
は
遊
園
地
・
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
　
宝
く
じ
の
収
益
を
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
ま
す

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
で
は
、
市
町
村
振
興
宝

く
じ
の
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し

て
、
「
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
宝
く
じ
の
助
成

事
業
を
利
用
し
て
、
第
９
区
宮
本

町
第
四
町
会
、
第
21
区
新
川
町
会
、

や
資
産
、
求
職
な
ど
の
要
件
を
満

た
す
世
帯
※
対
象
と
思
わ
れ
る
人

に
は
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

支
給
額
＝
単
身
世
帯
…
６
万
円
、

２
人
世
帯
…
８
万
円
、
3
人
以
上

世
帯
…
10
万
円

支
給
期
間
＝
３
か
月

申
し
込
み
＝
申
請
期
限
ま
で
に
申

請
書
を
直
接
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
、
☎
内
線
２
７
１
）
、
両
支
所

市
民
生
活
課
へ
。

第
2
期
「
第
1
回
桐
生
・

み
ど
り
未
来
創
生
会
議
」

11
月
19
日
、
桐
生
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
第
2
期
「
第

くらしガイド

広
告

第21区新川町会で
購入した会議テーブル

桐生が岡公園
自動販売機管理運営事業者を募集します
　桐生が岡公園に関連する商品を自動販売機で販売す
るため、商品開発を含めた自動販売機管理運営事業を
実施する事業者を募集します。事業者の選定は入札と
し、選定事業者には自動販売機の購入と設置費用、商
品開発に係る経費の一部を補助します。
場所＝アースケア桐生が岡遊園地
に１台、未来へはばたけ　山田製
作所桐生が岡動物園に１台
管理期間＝４月１日（金）～令和
９年３月31日（水）
申し込み＝１月26日（水）までに入
札参加申請書に必要書類を添えて、
直接（土、日、祝日を除く）公園緑
地課（市役所5階、☎内線757）へ。
募集要項と申請用紙は同課と市
ホームページにあります。

広報きりゅう令和４年１月号 16



接
、
教
育
委
員
会
総
務
課（
市
役

所
４
階
）へ
。
申
請
用
紙
は
、同
課
、

境
野
・
広
沢
・
梅
田
・
相
生
・
川

内
・
菱
・
新
里
・
黒
保
根
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に

伴
う
防
火
訓
練

毎
年
1
月
26
日
は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を

火
災
や
震
災
か
ら
守
る
た
め
の
初

期
消
火
や
消
防
車
に
よ
る
放
水
な

ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
２
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所
＝
鳳
仙
寺（
梅
田
町
一
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
財
保
護
課

（
☎
内
線
６
２
２
）

県
営
住
宅
入
居
者
定
期
募
集

対
象
＝
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
２
月
１
日
（
火
）
か

ら
15
日
（
火
）
ま
で
に
申
込
書
を

専
用
封
筒
に
入
れ
、
郵
送
で
県
住

宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
一

丁
目
７
‐
12
）
へ
。
申
込
用
紙
は

県
住
宅
供
給
公
社
桐
生
支
所
（
市

役
所
４
階
）
に
あ
り
ま
す
。
　
　

入
居
可
能
日
＝
承
認
さ
れ
次
第
、

個
別
に
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
１

１
）

1
回
桐
生
・
み
ど
り
未
来
創
生
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
両
市
の
市
長
と
16
人

の
市
民
委
員
が
出
席
し
、
「
桐

生
・
み
ど
り
市
民
共
通
の
将
来
課

題
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

次
回
以
降
優
先
的
に
取
り
組
む
連

携
テ
ー
マ
に
「
公
共
施
設
の
あ
り

方
」
と
「
広
域
観
光
」
の
2
つ
の

項
目
を
位
置
付
け
、
議
論
を
深
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
広
域
連
携
推
進
室

（
☎
内
線
３
８
６
）

予
防
接
種
業
務
専
用
封
筒
の

広
告
募
集

予
防
接
種
業
務
の
封
筒
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
規
格
＝
１
枠
縦
40
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
×
横
90
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
黒

１
色
で
封
筒
裏
面
に
掲
載

広
告

掲
載
料
＝
１
枠
２
万
３
０
５
０
円

封
筒
の
規
格
＝
長
形
３
号

募
集
枠
数
＝
２
枠

作
成
枚
数
＝
５
０
０
０
枚

使
用
期
間
＝
４
月
か
ら
令
和
５
年

３
月
ま
で

応
募
条
件
＝
市
税
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

申
し
込
み
＝
１
月
31
日
（
月
）
ま

で
に
、
申
込
書
を
直
接
健
康
長
寿

課
（
市
役
所
１
階
）
へ
。
広
告
掲

載
基
準
、
掲
載
の
順
位
な
ど
は
、

桐
生
市
公
用
封
筒
広
告
掲
載
要
綱

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
と

要
綱
は
、
同
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

内
線
２
６
９
）

令
和
４
年
度
奨
学
資
金

令
和
４
年
度
分
の
奨
学
資
金
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

※
選
考
あ
り

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
世
帯
の
人

②
大
学
、
短
大
、
高
専
、
高
校
、

専
修
学
校
に
在
学
中
ま
た
は
入
学

予
定
の
人

③
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難

貸
付
金
額
（
年
額
）
＝
大
学
生
…

40
万
８
０
０
０
円
、
短
期
大
学
生

…
30
万
円
、
高
等
専
門
学
校
生
…

18
万
円
、
高
校
生
…
９
万
６
０
０

０
円
、
専
修
学
校
生
（
高
等
課

程
）
…
９
万
６
０
０
０
円
、
専
修

学
校
（
専
門
課
程
）
…
30
万
円
※

年
３
回
に
分
け
て
振
り
込
み
ま
す
。

返
済
期
間
＝
卒
業
の
翌
月
か
ら
貸

付
年
数
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間

内
（
無
利
子
）

申
し
込
み
＝
２
月
１
日（
火
）か
ら

28
日（
月
）ま
で
に
、
申
請
書
を
直

意見提出手続
（パブリックコメント）

※案は、担当課、市民相談情報課、新里・
黒保根支所、市ホームページにあります。

案件名＝桐生市地域防災計画（修正案）
募集期間＝１月12日（水）～２月10日(木)
担当課＝防災・危機管理課（☎内線415）

案件名＝桐生市立学校施設長寿命化計画
（案）
募集期限＝１月17日（月）まで
担当課＝教育委員会総務課（☎内線644）

案件名＝桐生市観光ビジョン（案）
募集期限＝１月25日（火）まで
担当課＝観光交流課（☎内線339）

おかしいな…と思ったら
ストップ！特殊詐欺‼

家族からの電話と思っても、お金の話が出
たら、いったん切ってかけ直しましょう。

問い合わせ＝桐生警察署（☎43‐0110）、
群馬県警察振り込め詐欺被害防止ホット
ライン（☎027‐ 224 ‐ 5454）
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集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森

募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

〇
第
４
回
冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ渡

良
瀬
川
で
水
鳥
観
察
の
楽
し

み
方
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
1
月
30
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
太
田
頭
首
工
（
広
沢

町
六
丁
目
）

募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人
や
家

族
を
応
援
す
る
人
で
す
。

期
日
・
時
間
＝
①
２
月
９
日（
水
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分
、
②
２
月

くらしガイド
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
20
歳
到
達
後
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
の
通
知
な
ど
が
送
ら
れ

ま
す
。
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
括
納
付
す
る
こ
と

で
割
引
と
な
る
お
得
な
前
納
制
度

も
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
人
に
は
、
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
※
20
歳
到
達
時
点
で
、

す
で
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
内
線

２
７
３
）
、
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１)

口
座
振
替
済
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

令
和
３
年
分
の
介
護
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座

振
替
済
通
知
書
を
そ
れ
ぞ
れ
１
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
通
知

書
に
は
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
に
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

し
た
保
険
料
額
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
確
定
申
告
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
料
…
健

康
長
寿
課（
☎
内
線
３
９
１
）、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
医
療
保

険
課（
☎
内
線
２
７
４
・
２
７
５
）

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

を
郵
送
し
ま
す

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な

ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

用
意
の
う
え
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉

徴
収
票
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
日
本
年
金
機
構
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

‐
０
５
‐
１
１
６
５
）
、
市
民
課

（
☎
内
線
２
７
３
）

本
文

自
然
観
察
の
森
の
講
座

申
し
込
み
＝
1
月
7
日
（
金
）
か

ら
電
話
で
自
然
観
察
の
森
（
☎
65

６
９
０
１
）
へ
。
※
毎
週
火
曜
日

と
１
月
12
日
（
水
）
を
除
く

〇
第
３
回
冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ冬

の
野
鳥
観
察
の
楽
し
み
方
を

学
び
ま
す
。

期
日
＝
1
月
23
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

講
座

広
告

桐生八木節まつりやニューイヤー駅伝な
どの各種イベントで八木節踊りを披露し、
多くの人に桐生八木節をＰＲする令和４年
度八木節キャンペーンスタッフを募集しま
す。任期は令和４年７月に行う認定式の日
からおおむね１年間です。
対象＝八木節踊りに興味があり、令和４年
４月１日現在で18歳から35歳までの人
募集人数＝11人（選考あり）
申し込み＝３月25日（金）までに、申込
用紙に必要事項を記入のうえ、直接または
郵送（必着）で、観光交流課（市役所３
階）へ。申込用紙は、同課のほか各公民館、
両支所、市ホームページにあります。
問い合わせ＝観光交流課（☎内線366）

桐生八木節
キャンペーンスタッフ募集
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21
日（
月
）午
後
７
時
～
８
時
30
分

講
師
＝
吉
沢
京
子
さ
ん
（
社
会
福

祉
法
人
群
馬
県
社
会
福
祉
事
業
団

研
修
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
）

研
修
方
法
＝
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

対
象
＝
桐
生
市
・
み
ど
り
市
に
居

住
・
通
勤
す
る
人
で
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
人

募
集
人
数
＝
各
日
20
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
＝
①
１
月
７
日
（
金
）

～
25
日
（
火
）
、
②
１
月
７
日

（
金
）
～
２
月
７
日
（
月
）

申
し
込
み
＝
専
用
申

込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

在
宅
医
療
介
護
連
携

セ
ン
タ
ー
き
り
ゅ
う
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
在
宅
医
療
介
護
連

携
セ
ン
タ
ー
き
り
ゅ
う
（
☎
32
５

２
２
２
）

桐
生
観
光
大
学

「
観
光
に
お
け
る
お
も
て
な

し
対
応
講
座
」

多
様
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

や
実
践
的
な
対
応
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
1
月
27
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
7
時
～
8
時
30
分

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
Ｂ

講
師
＝
星
野
麻
実
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
代
表
理
事
）

募
集
人
数
＝
60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
1
月
24
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
観
光
交
流
課
（
「
シ
ル

ク
ル
桐
生
」
内
、
☎
32
４
５
５

５
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
40
１
２
８
３
、

kanko@
city.kiryu.lg.jp

）
へ
。

ち
び
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
教
室

期
日
＝
２
月
１
日（
火
）・
３
日

（
木
）・
８
日（
火
）・
10
日（
木
）・

15
日（
火
）・17
日（
木
）・22
日（
火
）

時
間
＝
午
後
４
時
30
分
～
５
時
30

分場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
園

し
て
い
る
平
成
28
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
※
保
護
者
の
承
諾

が
必
要

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

内
容
＝
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
、
器
械
運

動
、
か
け
っ
こ
な
ど

費
用
＝
２
０
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
室
内
用
運
動

靴申
し
込
み
＝
１
月
11
日
（
火
）
か

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
桐
生
ガ

ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
２

３
６
２
）
へ
。

桐
生
え
き
な
か
市

新
鮮
な
産
直
野
菜
や
手
作
り
加

イ
ベ
ン
ト

工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
９
日
か
ら
２
月
６
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
１
月
８
日
（
土
）
・
15
日

（
土
）
、
２
月
５
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
の
催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
ケ

ア
桐
生
が
岡
遊
園
地
（
☎
22
７
５

８
０
）
※
雨
天
中
止

○
と
ら
の
す
け
か
ら
お
年
玉
を
も

ら
お
う
！

遊
園
地
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
と
ら

の
す
け
」
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
て
、

勝
っ
た
子
ど
も
に

お
年
玉
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
８
日
（
土
）
・
９
日

（
日
）

時
間
＝
両
日
と
も
に
１
回
目
は
午

前
10
時
、
２
回
目
は
午
後
1
時
30

分対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

募
集
人
数
＝
各
回
30
人

○
祝
・
成
人
の
日

20
歳
の
皆
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
♪

来
園
し
た
新
成
人
に
粗
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
抽
せ

ん
で
桐
生
が
岡
遊
園
地
の
り
も
の

回
数
利
用
券
（
１
１
０
０
円
券
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
10
日
（
祝
）

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

○
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん
が
や
っ

て
く
る

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
ア

ク
ロ
バ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

期
日
＝
１
月
15
日
（
土
）
・
16
日

（
日
）
、
２
月
５
日
（
土
）

時
間
＝
各
日
と
も
に
１
回
目
は
午

前
11
時
、
２
回
目
は
午
後
０
時
30

分
、
３
回
目
は
午
後
２
時

○
大
道
芸
人
Ｊ
Ｔ
が
や
っ
て
く
る

マ
ジ
ッ
ク
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な

ど
で
す
。

期
日
＝
１
月
22
日
（
土
）
・
23
日

（
日
）
、
２
月
６
日
（
日
）

時
間
＝
各
日
と
も
に
１
回
目
は
午

前
11
時
、
２
回
目
は
正
午
、
３
回

目
は
午
後
１
時
、
４
回
目
は
午
後

２
時

○
き
り
ゅ
う
が
お
か
ピ
ッ
ク
～
チ

ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
２
～

射
的
と
玉
入
れ
の
二
種
目
で
目

標
得
点
を
ク
リ
ア
し
た
人
に
金
メ

ダ
ル
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
29
日
（
土
）
・
30
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

費
用
＝
１
０
０
円

○
節
分
！
と
ら
の
す
け
の
福
授
け

と
ら
の
す
け
か
ら
、
招
福
グ
ッ

ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
３
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

１
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

冬
の
星
空
と
星
座
の
お
は
な
し

を
投
影
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
８
日（
土
）・
９
日

（
日
）・
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館
（
☎
47
４
３

４
１
）
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布

第
34
回
洋
ら
ん
展

桐
生
洋
ら
ん
愛
好
会
が
育
て
た

２
０
０
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
５
日
（
土
）
～
13
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
13
日
（
日
）
は
午
後
3
時
30

分
ま
で

場
所
＝
吾
妻
公
園
温
室

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園
（
☎
22

８
６
３
６
）

19 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



企
画
展
「
絹
が
通
っ
た
粋
な

“
通
り
”
乙
な
“
路
地
”
」

市
内
を
縦
横
に
走
る
通
り
や
路

地
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
＝
１
月
８
日
（
土
）
～
５
月

８
日
（
日
）
※
休
館
は
月
曜
日
。

た
だ
し
、
祝
日
、
振
替
休
日
の
場

合
は
翌
火
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
絹
撚
記
念
館
２
階

費
用
＝
大
人
１
５
０
円
、
小
人
50

円
※
2
月
13
日
（
日
）
は
「
日
本

遺
産
の
日
」
の
た
め
無
料

問
い
合
わ
せ
＝
絹
撚
記
念
館
（
☎

44
２
３
９
９
）

え
ほ
ん
は
と
も
だ
ち

図
書
館
お
は
な
し
会

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

・
図
書
館

期
日
＝
①
1
月
8
日（
土
）、
②
1

月
20
日（
木
）、
③
1
月
22
日（
土
）

時
間
＝
①
③
は
午
前
11
時
か
ら
30

分
程
度
、
②
は
午
前
10
時
30
分
か

ら
30
分
程
度

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
研
修

室・
新
里
図
書
館

期
日
＝
1
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

児
童
・
子
育
て
室

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）
、
新
里
図
書
館
（
☎
74

８
０
８
０
）

美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
の

催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
美
喜
仁
桐

生
文
化
会
館
（
☎
22
９
９
９
９
）

○
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

邦
楽
界
の
新
星
～
和
魂
洋
才
～

期
日
＝
1
月
27
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
開
演

出
演
＝
Ｌレ

オ
Ｅ
Ｏ
（
箏
）
、
黒
田
鈴

尊
（
尺
八
）

費
用
＝
全
席
自
由
５
０
０
円

○
群
馬
交
響
楽
団
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ス
ペ
シ
ャ
ル

期
日
＝
2
月
12
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
開
演

出
演
＝
太
田
弦
（
指
揮
）
、
牛
田

智
大
（
ピ
ア
ノ
）
、
群
馬
交
響
楽

団
（
管
弦
楽
）

費
用
＝
全
席
指
定
３
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
※
未
就

学
児
入
場
不
可

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
10
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

対
象
者
に
は
、
母
子
手
帳
交
付

時
に
「
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
票
」

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
登
録
歯

科
保
険
医
療
機
関
に
予
約
し
、
受

診
票
を
持
っ
て
、
検
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
市
内
在
住
の
妊
婦

期
間
＝
妊
娠
期
間
中
※
出
産
後
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

場
所
＝
登
録
歯
科
保
険
医
療
機
関

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
）

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助

成
事
業
申
請
は
お
済
み
で

す
か医

師
が
認
め
た
不
妊
・
不
育
症

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

子
育
て

令
和
３
年
度
中
に
治
療
し
た
人
は
、

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
※
同
じ
年
度
に
１
回
の
み

対
象
＝
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、

医
療
保
険
に
加
入
が
あ
る
、
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
法
律
上
の
夫

婦問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
・
43
２
０
０

９
）
、
新
里
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

74
５
５
５
０
）
、
黒
保
根
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
96
２
２
６
６
）

発
達
相
談
会

４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
発
達

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
２
月
４
日（
金
）・
５
日

（
土
）・
７
日（
月
）・
14
日（
月
）・

21
日（
月
）・
28
日（
月
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

健
康
保
険
で
登
録
保
険
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
し
た
と
き
に
、
医

療
費
の
自
己
負
担
額
を
市
が
助
成

す
る
制
度
で
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
事
前
に
医
療
保
険
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
15
歳
に
な
る
誕
生
日
以
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
（
４

くらしガイド

月
１
日
生
ま
れ
は
15
歳
誕
生
日
の

前
日
ま
で
）

②
18
歳
に
な
る
誕
生
日
以
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
（
４

月
１
日
生
ま
れ
は
18
歳
誕
生
日
の

前
日
ま
で
）
を
扶
養
し
て
い
る
ひ

と
り
親
世
帯

③
父
母
の
い
な
い
18
歳
に
な
る
誕

生
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
子
ど
も
（
４
月
１
日
生
ま
れ
は

18
歳
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課（
☎

内
線
２
５
７
・
２
６
０
・
２
７
２
）

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金

申
請
は
お
済
み
で
す
か

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
、
対
象
と
な
る
子
ど
も

一
人
に
つ
き
５
万
円
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
＝
２
月
28
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
47
１
１
５
２
）

１
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
後
、

絵
本
を
2
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
配
布

対
象
＝
1
歳
未
満
ま
た
は
令
和
2

年
度
対
象
者
で
ま
だ
絵
本
の
引
換

え
が
済
ん
で
い
な
い
人

期
日
＝
１
月
19
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

牛田智大さん ＬＥＯさん
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置
し
ま
す
。

▼
桐
生
合
同
庁
舎
（
相
生
町
二
丁

目
）
／
2
月
7
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

▼
新
田
み
ど
り
農
協
本
店
（
み

ど
り
市
笠
懸
町
）
／
2
月
8
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ
＝
太
田
行
政
県
税
事

務
所
（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐
３

２
６
１
）
、
東
部
農
業
事
務
所

（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐
３
８
２

４
）

●
確
認
し
ま
し
ょ
う
！
群
馬
県
最

低
賃
金

群
馬
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
の
時
間
額
は
12
月
29
日
に
次

の
通
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
…
９

４
６
円

▼
一
般
機
械
器
具
製
造
業
、
電
気

機
械
器
具
製
造
業
、
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
…
９
３
５
円

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
７
）

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
り
ゅ
う
12
月
号
11
ペ

ー
ジ
「
優
良
自
動
車
運
転
者
表

彰
」
に
お
い
て
、
表
彰
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
旭
日
金

冠
金
章
」
は
誤
り
で
、
正
し
く

は
「
旭
日
金
冠
章
」
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

人口と世帯（11月 30 日現在）

人口 106,529人 （  －148人）

男 51,347人 （   －72人） 

女 55,182人 （   －76人）

世帯 49,520世帯 （ －30世帯）

（ ）内は前月比

子ども医療電話相談

休日や夜間（翌朝８時まで）に子
どもが急に具合が悪くなったとき、
相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

あ
い
ル
ー
ム

持
ち
物
＝
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
引
換

券
と
母
子
手
帳

▼
絵
本
の
配
布
の
み

期
日
＝
火
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
図
書
館
、
新
里
図
書
館

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

本
文

食
事
で
健
康
！

糖
質
と
炭
水
化
物
の
教
室

糖
質
や
炭
水
化
物
の
正
し
い
知

識
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
24
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

健
康

※
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
で

健
康
長
寿
課
（
市
役
所
１
階
、
☎

内
線
２
６
８
）
へ
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

令
和
3
年

度
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

の
実
施
期
間

は
1
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、

「
各
種
検
診
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
受
診
券
」
を
登
録
保
険

医
療
機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

内
線
２
６
９
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
in
桐
イ
ン

生
（
大
学

連
携
事
業
）

「
活
動
報
告
と
ぼ
く
か
ら
見
た

桐
生
」
と
題
し
た
、
桐
生
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
岩
崎
大
輔
さ
ん

に
よ
る
お
話
で
す
。

期
日
＝
1
月
8
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
3
時
～
午
後
4
時
30

分場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
、

プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
☎

０
８
０
‐
１
１
５
２
‐

０
０
８
３
）
ま
た
は
専

用
申
込
フ
ォ
ー
ム
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
、

企
画
課
（
☎
内
線
５
７
７
）

●
1
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

１
１
０
番
は
市
民
の
安
全
を
守

る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。
相
談
な

ど
は
、近
く
の
警
察
署
ま
た
は「
＃

９
１
１
０
」へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
警
察
署
（
☎

43
０
１
１
０
）

●
事
業
主
・
従
業
員
の
皆
さ
ん
へ

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
に

対
応
す
る
「
特
別
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働

局
雇
用
環
境
・
均
等
室
（
前
橋
市

大
手
町
、
☎
０
２
７
‐
８
９
６
‐

４
７
３
９
）

●
大
川
美
術
館
企
画
展

茂
田
井
武
‐
パ
リ
青
春
日
記
『
ｔト

ｏン

ｎ

ｐ
パａ
リｒ
ｉ
ｓ
』
を
中
心
に
‐

期
間
＝
1
月
8
日
（
土
）
～
3
月

27
日
（
日
）
※
休
館
は
月
曜
日
。

た
だ
し
、
祝
日
、
振
替
休
日
の
場

合
は
翌
火
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

費
用
＝
一
般
１
０
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
６
０
０
円
、
小
・
中

学
生
３
０
０
円
※
各
種
割
引
あ
り

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館
（
☎

46
３
３
０
０
）

●
農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請

軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税

は
、
農
業
に
使
用
す
る
場
合
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
す
る
こ
と

で
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
ほ
場
の
耕
う
ん
、
栽
培
管

理
な
ど
の
農
作
業
を
行
う
た
め
に

使
用
す
る
機
械
の
燃
料
と
し
て
使

用
す
る
軽
油

申
し
込
み
＝
2
月
1
日（
火
）か
ら

18
日（
金
）ま
で
に「
免
税
軽
油
使

用
者
証
」と「
免
税
証
」を
持
っ
て
、

直
接
、
次
の
申
請
場
所
へ
。

申
請
場
所
＝
太
田
行
政
県
税
事
務

所
（
太
田
市
西
本
町
）
※
こ
の
ほ

か
、
次
の
場
所
で
臨
時
窓
口
を
設

21 桐生市役所（☎0277 ‐ 46 ‐ 1111）



くらしの便利ガイド

乳 幼 児 の 健 康 診 査 な ど
　新型コロナウイ
ルス感染症拡大防
止のため健康診査
などが延期・中止
となる場合があり
ます。対象者に通
知を送付しますの
でご確認ください。
　市ホームページ
や桐生ふれあいメ
ールでも確認でき
ます。
問い合わせ＝子育
て相談課（☎43 ‐
2003、43 ‐ 2009）

行事 期日 場所

３か月児健康診査 ２/２（水）

保健福祉会館
（末広町）

10か月児健康診査 ２/７（月）

１歳６か月児健康診査 ２/22（火）

２歳児歯科健康診査 ２/25（金）

３歳児健康診査 ２/14（月）

育児相談 ２/18（金）

すこやか栄養相談 随時

もぐもぐ離乳食
２/４（金）

ステップアップ！離乳食

３歳児健康診査 ２/１（火）
新里町保健

文化センター３・10か月児健康診査 ２/10（木）

育児相談 ２/９（水）

各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

市民相談室（市役所２階）
市民相談室（☎内線355・503）
※電話での相談にも応じます

無料法律相談
（弁護士による相談）

1月13日・20日・27日、２月３日の各木曜
日、午前10時～正午、募集人数は各日５
人（先着順）※２週間前の木曜日から電話
で要予約（午前９時～午後４時）

市民相談室（市役所２階）市民相談室（☎内線355・503）

１月11日（火）午前10時～正午、募集人数
は５人（先着順）※２週間前の火曜日から
電話で要予約（午前９時～午後４時）

新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

人権相談
（人権侵害や差別などに関する
相談）
行政相談

（国などの仕事への要望・苦情）

（人権相談のみ）１月11日（火）・25日（火）
（行政相談のみ）１月18日（火）、２月１日
　　　　　　　（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室（市役所２階）

人権相談…地域づくり課（☎
内線317）
行政相談…市民相談情報課
（☎内線472）

２月１日（火）午前９時30分～11時30分 新里総合センター２階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

１月20日（木）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談
※対象＝15歳～49歳の人と家族

（働くことに関する相談）

１月19日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火～金曜日、第２・４土曜日
の午前10時～午後６時）

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーショ
ン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

コロナ禍相談窓口
（事業者向け経営相談）

火・木曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時※電話で要確認

職業訓練センター
群馬県よろず支援拠点専用電
話（☎070‐4195‐4729）

子育て相談
（子育て相談に関すること）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎0120‐10‐
7867、☎43‐2000、kosodate
sodan@city.kiryu.lg.jp）

土・日曜日（祝日を除く）
午前10時～午後４時

保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日、年末年始は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

幼児期から自分の身を守るために、
地域にある危険な場所や助けを求めら
れる安全な場所を教えましょう。危険
な目にあわないようにするためには、
きちんと前を見て歩くことが大切です。
人とすれ違うときの安全な距離を教え
ながら、親子で近所を散策してみまし
ょう。

問い合わせ＝子育て相談課子育て支
援センター（☎46‐5031）

身を守ることを教えよう
子育てぷらす
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※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。休日当番医・接
　骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

 １・２月  休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

１月１日
（祝）

馬場接骨院（73‐7455） みどり市大間々町
なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

２日
（日）

中島鍼灸接骨院　仲町（43‐4117）仲町二丁目
高橋接骨院（52‐0846） 広沢町五丁目

３日
（月）

中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目
いけだ整骨院（43‐5233）東四丁目

９日
（日）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目
深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目

10 日
（祝）

近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間々町
福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

16 日
（日）

藤倉接骨院（43‐5374） 境野町六丁目
のざわ接骨院（46‐8915） みどり市笠懸町

23 日
（日）

武井接骨院（77‐1156） みどり市笠懸町
ひろさわ接骨院（46‐6633）広沢町六丁目

30 日
（日）

中村接骨院（32‐1878） 梅田町一丁目
みのる接骨院（55‐1511）相生町二丁目

２月６日
（日）

新井接骨院（44‐7577） 境野町四丁目
くぼづか接骨院（77-2112）みどり市笠懸町

　　1・2月 休日当番医   時間：午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

１月１日
（祝）

内・小児科 須永医院（73 ‐ 5811） みどり市大間々町
内科 篠原クリニック（52 ‐ 6750） 相生町三丁目
整形外科 かさかけ整形外科クリニック（46 ‐ 9746）みどり市笠懸町

２日
（日）

内・児・神経内科 森田クリニック（54 ‐ 8340） 相生町二丁目
内科 日新病院（30 ‐ 3660） 菱町三丁目
眼科 あいおい眼科医院（54 ‐ 5350） 相生町二丁目

３日
（月）

内・小児科 小保方医院（72 ‐ 2505） みどり市大間々町
内・呼吸器科 さかいのクリニック（44 ‐ 8557）境野町二丁目
婦人科 高橋産婦人科医院（53 ‐ 8531） 相生町二丁目

９日
（日）

小児科 ひきた小児科クリニック（44 ‐ 3040）仲町二丁目
内科 下山医院分院（74 ‐ 3320） 新里町新川
産婦人科 岩宿クリニック（46 ‐ 7200） みどり市笠懸町

10 日
（祝）

内・小児科 田中医院（54 ‐ 5012） 広沢町二丁目
内科 菊地医院（45 ‐ 2883） 琴平町
神・内科 阿部医院（53 ‐ 5411） 相生町一丁目

16 日
（日）

内・小児科 永田医院（22 ‐ 5122） 末広町
内・外科 赤南診療所（74 ‐ 8344） 新里町小林
眼科 北川眼科医院（44 ‐ 1010） 仲町一丁目

23日
（日）

内・小児科 三丸医院（22 ‐ 3419） 宮本町一丁目
外・内科 細野医院（74 ‐ 2300） 新里町新川
整形外科 鈴木整形外科クリニック（53 ‐ 1170）相生町五丁目

30日
（日）

内・小児科 飯山医院（76 ‐ 9130） みどり市笠懸町
内科 桐生協立診療所（53 ‐ 3911） 相生町二丁目
皮膚科 栗原皮フ科医院（22 ‐ 3234） 本町一丁目

２月６日
（日）

児・内科 金子医院（45 ‐ 2463） 本町六丁目
内・外科 藤井クリニック（20 ‐ 3055） 川内町四丁目
整形外科 みやざわ整形外科（53 ‐ 1188）相生町三丁目

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分
　　　※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目）

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）
※12月29日（水）から１月3日（月）まで休診

市民税・県民税…第４期
国民健康保険税…第７期
１月31日（月）が納期限です
コンビニエンスストアや銀行などの
ペイジー対応ＡＴＭ、スマートフォ
ンアプリからも納付できます。口座
振替の利用者は預貯金残高の確認を
お願いします。

今月の納税

時間＝午前８時30分～午後５時15分
※市民課（一部業務を除く）は、
水曜日のみ午後７時まで
パスポート窓口：午前９時～午後４時30分
マイナンバー業務：午前９時～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
問い合わせ＝市民課（☎内線246）

日曜窓口（住民基本台帳・戸籍業務）
時間＝午前９時～午後１時
〇�市役所
期日＝１月16日、２月６日
〇�新里支所、境野・広沢・梅田・
　相生・川内・菱公民館
期日＝２月６日
※１月２日は実施しません。マイナ
ンバー業務は、市役所と新里支所で
２月６日に受け付けます。

市役所・支所業務時間

広
告

23 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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桐生人こそ宝。～快疎のまちで輝く人々～

シリーズ第３回

貝
か い の せ

之瀨 賢
けんと

人さん・沙
さ き

季さん

梅田の魅力 、「人」 の温かさを伝えたい。

賢人さんはみどり市出身、沙季さんは桐生市
出身。田中商店は明治時代に開店し、沙季さ
んの祖父母が梅田町四丁目で営業していたが
10年前に閉店。現在は、日用品、地元の野
菜などを販売する「アウトドア風コンビニ」
として、令和２年８月に再オープンした。

桐生に住んでみていかがですか？
　自然豊かな山と川に囲まれ、四季折々を肌で感じるこ
とのできる桐生市は、アウトドア好きの私にとって毎日
が楽しくて仕方がないです。また、地元の方々の温かさ
にはいつも感動してしまいます。（賢人さん）
どんなお店づくりを考えていますか？
　祖父母がそうであったように、お客様との会話を楽し
みながら、地元にとって便利なお店にしたいです。市外
から来る人には、梅田の自然の魅力を体験できる温かみ
のあるお店づくりを目指していきたいです。（沙季さん）
これから二人でやっていきたいことは？
　笑い声が絶えない店を作りたいです。青空市場などの
野外イベントも積極的に行いたいと思っています。また、
桐生川など地域での清掃活動も定期的に行っていきたい
です。（賢人さん・沙季さん）

中
なかじま

嶋 凪
な ぎ さ

咲ちゃん
５か月

（広沢町七丁目）

藤
ふじくら

倉 聡
そうじゅ

樹ちゃん
８か月

（境野町三丁目）

藤
ふ じ た

田 アカネちゃん
８か月

（川内町五丁目）

パチリいい顔 桐生っ子
市内に居住する３歳まで（申し込

み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。
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